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2001年度考古学研究室の足跡
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熊本大学文学部考古学研究室
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序 文

1972年4月､熊本大学法文学部国史B研究室として出発した考古学研究室は､爾来30年

にわたって考古学実習を中心として実践的な教育研究を心がけて研究室の活動を行なっ

てきた。その集積が『考古学研究室報告jである。これまで、途切れることなく考古学実

習とその発掘報告を出版し、今年度で第37集を発行することができたことはこの上ない

慶びであり、他の大学研究室と比べていささかの遜色もない研究教育活動を物語るもの

と言えよう。

今年度研究室は､熊本県阿蘇郡一の宮町象ヶ鼻D遺跡､沖縄県国頭郡伊江村ナガラ原東

貝塚､それに長崎県壱ll皮郡石田町大久保貝塚と3ヶ所の発掘調査を行なった｡象ヶ鼻D遺

跡の調査は小畑弘己助教授の指導でなされ、 「ガラス質溶結凝灰岩」製の石材供給地の露

頭を発見し、旧石器時代の石材供給範囲の研究に貴重な資料を提供することができた。大

久保貝塚とナガラ原東貝塚の調査はそれぞれ甲元眞之と木下尚子教授を代表とする文部

科学省の｢科学研究費」による調査研究である。これらプロジェクトは、 自然科学分野の

研究との共同調査が主眼であり、成果の一端はこの報文中に示されている。

教官と学生はこの3ヶ所の遺跡だけでなく、九州島のみならず､石川県真脇遺跡など全

国各地の代表的な遺跡の調査に随時参加するなど活動領域が大幅に広がってきたことは

極めて喜ばしいことであり、 さらには韓国へも積極的に出かけることが始まったことは、

広い視野から研究を進める点においてこの上なく好ましいことである。来年度からは研

究室の教官を主体としてロシアでの発掘調査が始まり、大学院の博士課程の設置も予定

されている。これで｢多様な観点から東アジア的視野で対象を分析する」という研究室創

設当時の目標がようやくかなうこととなり、今後の一層の飛躍が期待されるところであ

る。

その一方で､発掘とその整理という実習期間を通して、これに積極的に参画しようとす

る学生とお付き合いで参加したり、中には中途で与えられた責任を放榔する学生の二分

化現象が顕在化してきたことは､差し迫った現実として、我々教官の指導を含めて自戒し

なければならないことである。

甲元眞之
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